









図-1 武蔵野市における過去 20 年間の浸水被害回数
表-1 NILIM2.0に適用した際の氾濫原及び下水道網の設定値








































































































































































































































































































































































































の貯留容量は 500 m3 とし，対象領域内の全て（10校）






















































Case 名 貯留施設の種類 設置容量
Case0 貯留なし 0（m3）
SG3 校庭貯留 3 校 1,500（m3）
SG6 校庭貯留 6 校 3,000（m3）
SG10 校庭貯留 10 校 5,000（m3）
































































































































































































































径は 3,000 mmと 2,000 mmの 2ケースとし，管路延










上浸水の低減率は CaseAが 52.6％，CaseBが 46.1％，
CaseC が 40.5％，CaseDが 37.5 ％となり，導水管の
増設により 2014年 7月 24日の豪雨事例において，約
4割～5割程度の浸水低減効果が示された．さらに，床
















Case 名 導水管の増設場所 管路径 管路延長
（mm） （m）
Case0 導水管なし / /
CaseA 地点 A 3,000 約 494.2
CaseB 地点 B 3,000 約 511.3
CaseC 地点 A 2,000 約 494.2














Case0の最大湛水量は 16,392 m3 であり，CaseAにお





























































































































































































が発行している資料11)によると 1m2 あたり 7,000円～
13,000円とされている．本研究では，雨水貯留浸透技
術協会が発行している資料11)を参考値として，透水性




















浸透施設 9,796 8,900 1.10
貯留施設 5,660 1,275 4.44
導水管 1,536 620 2.48
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